
　
徳
川
家
康
は
関
東
に
入
る
と
、
忍
城
代
と
し
て
松

平
家
忠
を
派
遣
し
た
後
、
四
男
の
松
平
忠
吉
を
城
主

と
し
て
入
城
さ
せ
ま
し
た
。そ
の
後
、忍
城
は
慶
長
5

年
（
１
６
０
０
）
か
ら
33
年
間
の
幕
府
直
轄
時
代
を

経
て
寛
永
10
年
に
松
平
信
綱
が
3
万
石
で
城
主
と
な

り
、同
16
年
に
阿
部
忠
秋
が
5
万
石
で
入
封
し
ま
す
。

阿
部
家
は
加
増
を
重
ね
、
元
禄
7
年
（
１
６
９
４
）

に
領
地
が
10
万
石
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
点
の
武

蔵
国
内
の
領
地
は
約
7
万
３
千
94
石
で
、
相
模
国
や

上こ
う
野づ
け
国
、
摂せ
っ
つ津
国
に
も
領
地
が
あ
り
ま
し
た
。
同
11

年
に
「
元
禄
地じ

方か
た
直
し
」
と
呼
ば
れ
る
大
規
模
な
村

替
え
が
行
わ
れ
、
武
蔵
国
内
の
秩
父
郡
を
除
い
た
領

地
が
忍
城
周
辺
に
集
中
・
加
増
さ
れ
る
と
と
も
に
、

上
野
国
・
相
模
国
の
領
地
が
収
公
さ
れ
、
武
蔵
国
内

の
忍
藩
領
が
ほ
ぼ
確
定
さ
れ
た
の
で
す
。

　
特
に
城
付
村
々
と
い
わ
れ
る
藩
の
基
盤
と
な
っ
た

領
地
は
、
利
根
川
と
荒
川
が
最
も
接
近
し
た
重
要
な

地
域
を
一
円
的
に
押
さ
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
様
子
を
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
描
い
た
の
が
今

回
紹
介
す
る
忍
御
領
分
絵
図
で
す
。
絵
図
の
中
心
に

忍
城
が
描
か
れ
、右
側
に
利
根
川
（
北
側
）、左
側
に

荒
川
（
南
側
）
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
2
つ
の

河
川
に
挟
ま
れ
、
網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ

た
河
川
・
用
水
が
水
色
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
赤
い

線
は
街
道
、
緑
の
線
は
堤
防
を
示
し
て
い
ま
す
。
絵

図
に
藩
領
の
村
名
が
書
か
れ
て
お
り
、
併
せ
て
村
内

の
寺
社
名
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
図
の
外
郭
に
配

さ
れ
た
小
判
型
の
村
は
、
幕
領
や
旗
本
領
と
い
っ
た

藩
領
以
外
の
村
々
で
す
。
藩
領
と
他
領
の
境
界
に
は

安
永
9
年
（
１
７
８
０
）
に
設
置
さ
れ
た
境
界
石
9

基
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
本
資
料
は
松
平
家
家
臣
奥
平
家
に
伝
来
し
た
も
の

で
す
。
奥
平
家
や
藩
主
で
あ
る
松
平
家
の
も
と
で
作

ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
文
政
6
年
（
１
８
２
３
）
の
転

封
後
に
藩
領
の
地
勢
把
握
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
の
記
載
内

容
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
な
点
か
ら
も
、
当
館
が
所
蔵
す

る
近
世
の
絵
図
類
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
資

料
と
い
え
ま
す
。

※ 

本
資
料
は
9
月
2
日
㈰
ま
で
、
企
画
展
示
室
で
展

示
し
て
い
ま
す
。
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■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
866

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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　11年目を迎えた本市の田んぼアート。今年のテーマは「大
いなる翼とナスカの地上絵」です。6月16日・17日に1,000

人を超える参加者により、古代蓮の里東側の田んぼに田植えを実施。それか
ら約1カ月が経過し、空を舞うコンドルと2種の地上絵が浮かび上がりました。
　8種類の稲は、暑さに負けまいと力強く成長し、日々その表情を変えてい
ます。

忍御領分絵図

　身寄りのない人や生活困窮者など、さまざまな事情を抱える人の心のケアや、薄れ
がちな地域社会との交流を促し、地域福祉の向上に寄与するべく活動しているのが
「特定非営利活動法人つばき」です。
　同法人は平成26年に設立され、生前・死後のケアや身元の引き受け、葬祭扶助など
を中心に活動しています。また、手づくりの加工食品や農産物のバザーとして、毎月
最終日曜日の朝8時から朝市を開催しており、設立以来、地域との交流を深めていま
す。朝市では、コーヒーが無料で振る舞われたり新鮮野菜が市場の半値以下で買えた
りするとあって、来場者から好評を得ているそうです。
　また、そこで余った食材を利用して始めたフードバンク事業は、今では地元農家と
市内外の5事業者と連携するまでに発展しており、生活困窮者や福祉施設に対し、包装
に印字ミスがあったり賞味期限が近くなったりしただけで、品質には何ら問題のない
お米やインスタント食品、せんべい、ゼリーなどを無償で提供しています。
　「私たちの名前や活動が、この事業を通じて人から人へと伝わり、より包括的に対象
者を支えられるようになった。多くの方から感謝の言葉をいただけてうれしいです」
と話す代表理事の羽賀さん。
　今後は、対象者とともに笑顔で過ごせるよう、今ある事業を継続しながら社会貢献
していきたいとのことで、支え合いの輪がますます広がっていくことが期待されます。

【代表理事】羽賀　 烈
つよし

　【電話番号】557―5757 企業などから寄せられた多くの品（食材など）

みんな　チカラの
～市民公益活動団体紹介～⑳
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